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通
じ
て
、
施
設
を
効
果
的
に
案
内
す
る
方

法
を
学
び
ま
し
た
。 

次
回
は
、
１１
月
２７
日
（
木
）
に
白
石

市
内
の
会
場
で
「
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

 

                             

  

      

 

 

 

                    

 

     
 
 

                       

                
 

   

  

 
 

     

 

 

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て 

仙
南
地
域
観
光
人
材
育
成
講
座
を
開
催
！ 

み
や
ぎ
仙
南
地
域
２
市
７
町
の
知
名
度

向
上
と
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、

本
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
「
み
や
ぎ
仙

南
」
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
「
み
や

ぎ
仙
南
応
援
大
使
」
を
令
和
６
年
３
月
に
設

置
し
ま
し
た
。 

そ
の
第
１
号
で
あ
る
４
人
組
ガ
ー
ル

ズ
・
ダ
ン
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
東
京

女
子
流
」
の
新
井
ひ
と
み
さ
ん
（
大
河
原
町

出
身
）
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
１０
月
２０

日
に
仙
南
地
域
で
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
日
は
角
田
、
川
崎
の
２
市
町
の
施
設

に
仙
南
地
域
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

集
合
し
、
来
場
者
の
方
々
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
み
や
ぎ

仙
南
応
援
大
使
」
の
名
刺
等
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。 

新
井
さ
ん
に
よ
る
広
報
活
動
の
様
子
は
、

当
所
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
、
新
井
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

蔵の郷土館齋理屋敷を案内する様子② 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
と
観
光
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
幅
広
い
層
を
対

象
に
観
光
振
興
に
係
る
意
識
の
醸
成
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
成

の
ほ
か
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
行
う
観
光
人
材
育
成
講
座
を
全
４
回
シ

リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま
す
。 

初
回
は
、「
施
設
ガ
イ
ド
」
を
テ
ー
マ
に
、

蔵
の
郷
土
館
齋
理
屋
敷
で
の
ガ
イ
ド
体
験

や
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を 

観
光
・
文
化 「

み
や
ぎ
仙
南
応
援
大
使
」
新
井
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ 

観
光
・
文
化

角田市「道の駅かくだ」における PR 活動 

蔵の郷土館齋理屋敷を案内する様子① 

川崎町「国営みちのく杜の湖畔公園」における PR 活動 


